
公認内部監査人(CIA)
Part III／第4回

※アビタスCIA本講座講義資料のため、MUFG CIA受験対策講座の実施回と異なります。













⇒何をすべきか？

Key Point





Key Point





データガバナンス

データを企業の資産として位置づけ、デー

タの可用性、有用性、品質、完全性、安全性を担保

するための一連のデータ管理ポリシー及び手法













データの冗長性の排除 (P164)



監査本体(現場作業)のテスト











トレンド分析

相関関係による分析
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・ メインフレーム

以下はハードウェアか否か？

・ ファイヤーウォール

・ ルーター

・ プロトコル

・ VPN













履歴
操作や変更を取り消して、
実行前の状態に戻すこと













複数のデータファイルに同じデータが存在する事



昔のデータ管理状況

営業部

Pプログラム

データファイル

製造部

Pプログラム

データファイル

R&D部

Pプログラム

データファイル



データベース(今)

製造部営業部 R&D部

Pプログラム Pプログラム Pプログラム

データベース









データを表形式で管理するデータベース











第三者不正アクセス



Key Point:インターネット通信の約束事
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→ハードウェアではない













ウォーターフォールモデル
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Key Point：
SDLCは自社開発及び外部からの購入双方に適用できる



SDLC アプローチ

1, Analysis

2, Design

3, Programming & Testing 

4, Implementation

解決したい問題が、情報システムにより解決が可能か

を判断する

仕様書の作成

プログラミングし、有効性をテストする

新システムの導入



テストの主要な目的

システムの機能全体を評価する

(バグを発見する事)







IT

出力

システム

入力







逐次的





スパイラルアプローチ







高速アプリケーション開発技法

全ての工程を利用者(エンドユーザー)を

含むチームで一貫して担当し、開発期間を

短縮する手法。







変更管理に関わる統制

システムやアプリケーションを、勝手に変更

できないよう統制がとられているかどうか



















主に前述の、予防・発見統制が設計され、
有効に機能しているかの評価









IT学習の注意点

・ 言葉や用語の意味をおさえる

・ IT化されたことによるIC、

内部監査に与える影響

・ 監査の視点からのITリスクとIT統制



参考図書

栢木先生のITパスポート

教室

技術評論社

著：栢木 厚



IT

入力 出力

処理



Key Point

MC 7-11-2







本日の論点

◆ データ分析

◆ ITの基礎知識

Chapter 6

◎ 1, 3

◆ システム開発

Chapter 7

◎ 3, 4, 10

△ 9



アジャイル開発

システム開発の各工程(Analysis, Design, P&T)を

ブレンドして実施。現在の主流。



Key Point

A: 記述的分析

B:  診断的分析

C: 予測分析

D:  処方的分析

再入院するかどうかを判断するためのデータアナ

リティクスは次のうちどれか？



Key Point

線形計画法
企業の原材料購入、生産等の計画に使われる。
限られた資源の最適配置(最大化、最小化)を求め
る問題

参考: https://univ-juken.com/senkei-keikakuho

練習問題② 利益を求める問題

https://univ-juken.com/senkei-keikakuho


Key Point

回帰分析の設例において、何が従属変数

で何が独立変数にあたるかを選ばせる問題。



Key Point

データストレージ
あらかじめフィールドが決まっているようなテーブルデータのこと。
（得意先コード／得意先名／住所・・）
構造化データが格納されているイメージ。

データレイク
事前に構造を定義すること無く、データを入手（登録）する都度、構造
を変えながら登録していくタイプのデータベースのこと。
つまり、すべての構造化データと非構造化データ保存できるイメージ。



116

データディクショナリについて

Key Point

テーブルを構成するデータ項目（名前や住所など） がどう
いった属性なのか（文字列なのか数字なのかなど）を定義し
たもの



Key Point

UAD(User Application Development)

ユーザーが開発したアプリケーション

EUC(エンドユーザーコンピューティング)と同義と捉えて問

題ない。

注意点は、UAD(EUC)はシステム部門での管理対象では

ないという事。

システム部門で管理するとEUCではなくなる。



ビックデータの3V
・Volume (量)

Key Point

・Variety (多様性)
数値、画像、音声、メールetc

・Velocity (速度)
更新速度、変化の速さ
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